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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 当社は、この度、平成 31年１月期を初年度とする中期経営計画(平成 30年２月～平成 33年１月)

を策定いたしましたので、その概要に関し、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１ 中期経営計画の基本方針 

当社は、毎年３カ年の中期経営計画を策定し、業績の拡大と企業価値の向上に努めております

が、前期につきましては、主に当社の主要な販売先である半導体業界におきまして、最先端の半

導体に向けた新規材料の需要が引き続き好調に推移したこと等に伴い、売上高、利益の両面にお

いて３期連続で過去最高を更新することができました。 

このような状況下、今後の当社業績に想定される影響につき社内で検証を行うとともに、外部

環境の変化への対応や更なる成長路線を継続するための方策を検討し、下記のとおり平成 31年

１月期を初年度とする中期経営計画を策定いたしました。 

 

２ 経営数値目標 

(単位：百万円)   

 (ご参考) 

平成 30 年１月期 

（個別実績） 

 

平成 31年 1月期 

（計画） 

 

平成 32年 1月期 

（計画） 

 

平成 33年 1月期 

（計画） 

売上高 6,445 7,490 8,360 9,030 

営業利益 1,598 1,910 2,050 2,280 

経常利益 1,622 1,940 2,080 2,310 

当期純利益 1,145 1,330 1,430 1,590 

年間配当金(円) 21 26 未定 未定 

※平成 31年 1月期より連結数値で計画を作成しており、比較はあくまでご参考となります。 

  

 
 

 

 
 

 

 

 



 

<ご参考>過去 5期の推移と中期経営計画グラフ(単位：百万円) 

 
※平成 31年 1月期より連結数値で計画を作成しており、比較はあくまでご参考となります。 

 

 

３ 具体的な取組み 

本計画の実行に際しては、以下の方策をもってあたることとしております。 

 

・社内連携の強化 

開発・製造部門は販売部門との連携をより深め、業務改革を推進し、コストパフォーマンス

の改善を図ってまいります。また、台湾子会社・韓国関連会社を中心とした、関係会社間の

連携を強化し、一層のアジア市場での業績拡大を図ってまいります。 

 

・財務体質の強靭化 

売上高は 2ケタ成長を維持し、計画最終年度の目標営業利益を 22.8億円といたします。そ

の中で現状程度の自己資本比率を維持しながら、ROEも 20％前後を維持し、経営の効率化と

財務体質の強化を図ってまいります。 

 

・生産・販売体制の強化 

第二工場・台湾子会社等における積極的な投資を継続し、新製品の投入に向けた開発・生

産体制の強化、既存製品の大量化と効率化によるスループット向上を図る一方で、安全、

品質管理体制の更なる強化も図ってまいります。 

 

なお、中期経営計画の詳細につきましては、当社ホームページ等において、３月下旬頃を目安

に公表する平成 30年１月期決算説明資料に記載する予定であります。 

 

以 上 
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本資料記載の将来の業績見通しに関する事項については、本資料発表日現在において入手可能な情

報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があり

ます。 


